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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
充 放 電 可 能 な 二 次 電 池 を 有 す る 情 報 処 理 装 置 と 、
　 前 記 情 報 処 理 装 置 に 接 続 さ れ 、 化 学 反 応 に よ り 発 電 可 能 な 燃 料 電 池 を 有 す る 燃 料 電 池 ユ
ニ ッ ト と を 具 備 す る 情 報 処 理 装 置 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 燃 料 電 池 ユ ニ ッ ト は 、
　 前 記 情 報 処 理 装 置 が 電 源 オ フ 状 態 か 否 か を 判 別 す る 電 源 状 態 判 別 部 と 、
　 前 記 二 次 電 池 が 満 充 電 状 態 か 否 か を 判 別 す る 充 電 状 態 判 別 部 と 、
　 前 記 燃 料 電 池 の 発 電 の 開 始 お よ び 停 止 を 制 御 す る 制 御 部 と 、
を 備 え 、
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 電 源 状 態 判 別 部 で 前 記 情 報 処 理 装 置 が 電 源 オ フ 状 態 で あ る と 判 別 さ
れ た 場 合 に お い て 、 前 記 充 電 状 態 判 別 部 で 前 記 二 次 電 池 が 満 充 電 状 態 で あ る と 判 別 さ れ た
と き は 、 前 記 燃 料 電 池 の 発 電 を 停 止 す る こ と を 特 徴 と す る 情 報 処 理 装 置 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 充 電 状 態 判 別 部 は 、 前 記 情 報 処 理 装 置 に 電 力 を 供 給 す る 前 記 燃 料 電 池 の 電 圧 値 お よ び
電 流 値 の 少 な く と も 一 方 の 値 に 基 づ い て 前 記 二 次 電 池 が 満 充 電 状 態 か 否 か を 判 別 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 情 報 処 理 装 置 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 充 電 状 態 判 別 部 は 、 前 記 情 報 処 理 装 置 に 電 力 を 供 給 す る 前 記 燃 料 電 池 の 電 圧 値 が 所 定
の 値 以 上 の 場 合 は 前 記 二 次 電 池 が 満 充 電 状 態 で あ る と 判 別 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の 情 報 処 理 装 置 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 充 電 状 態 判 別 部 は 、 前 記 情 報 処 理 装 置 に 電 力 を 供 給 す る 前 記 燃 料 電 池 の 電 流 値 が 所 定



の 値 以 下 の 場 合 は 前 記 二 次 電 池 が 満 充 電 状 態 で あ る と 判 別 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の 情 報 処 理 装 置 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 充 電 状 態 判 別 部 は 、 前 記 情 報 処 理 装 置 か ら 送 信 さ れ る 前 記 二 次 電 池 の 充 電 状 態 を 示 す
情 報 に 基 づ い て 前 記 二 次 電 池 が 満 充 電 状 態 か 否 か を 判 別 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に
記 載 の 情 報 処 理 装 置 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 燃 料 電 池 ユ ニ ッ ト は 表 示 部 を 備 え 、
　 前 記 表 示 部 は 、 前 記 燃 料 電 池 か ら 前 記 二 次 電 池 に 充 電 中 の 期 間 は 充 電 中 で あ る 旨 を 表 示
し 、 前 記 燃 料 電 池 か ら 前 記 二 次 電 池 に 対 す る 充 電 が 満 充 電 し た と き は 満 充 電 し た 旨 を 表 示
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 情 報 処 理 装 置 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 情 報 処 理 装 置 は 表 示 器 を 備 え 、
　 前 記 表 示 器 は 、 前 記 燃 料 電 池 か ら 前 記 二 次 電 池 に 充 電 中 の 期 間 は 充 電 中 で あ る 旨 を 表 示
し 、 前 記 燃 料 電 池 か ら 前 記 二 次 電 池 に 対 す る 充 電 が 満 充 電 し た と き は 満 充 電 し た 旨 を 表 示
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 情 報 処 理 装 置 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
充 放 電 可 能 な 二 次 電 池 を 有 す る 情 報 処 理 装 置 に 接 続 さ れ 、 化 学 反 応 に よ り 発 電 可 能 な 燃 料
電 池 を 有 す る 燃 料 電 池 ユ ニ ッ ト に お い て 、
　 前 記 情 報 処 理 装 置 が 電 源 オ フ 状 態 か 否 か を 判 別 す る 電 源 状 態 判 別 部 と 、
　 前 記 二 次 電 池 が 満 充 電 状 態 か 否 か を 判 別 す る 充 電 状 態 判 別 部 と 、
　 前 記 燃 料 電 池 の 発 電 の 開 始 お よ び 停 止 を 制 御 す る 制 御 部 と 、
を 備 え 、
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 電 源 状 態 判 別 部 で 前 記 情 報 処 理 装 置 が 電 源 オ フ 状 態 で あ る と 判 別 さ
れ た 場 合 に お い て 、 前 記 充 電 状 態 判 別 部 で 前 記 二 次 電 池 が 満 充 電 状 態 で あ る と 判 別 さ れ た
と き は 、 前 記 燃 料 電 池 の 発 電 を 停 止 す る こ と を 特 徴 と す る 燃 料 電 池 ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ９ 】
充 放 電 可 能 な 二 次 電 池 を 有 す る 情 報 処 理 装 置 と 、
　 前 記 情 報 処 理 装 置 に 接 続 さ れ 、 化 学 反 応 に よ り 発 電 可 能 な 燃 料 電 池 を 有 す る 燃 料 電 池 ユ
ニ ッ ト と を 具 備 す る 情 報 処 理 装 置 シ ス テ ム の 充 電 制 御 方 法 お い て 、
　 前 記 情 報 処 理 装 置 が 電 源 オ フ 状 態 か 否 か を 判 別 し 、
　 前 記 二 次 電 池 が 満 充 電 状 態 か 否 か を 判 別 し 、
　 前 記 情 報 処 理 装 置 が 電 源 オ フ 状 態 で あ る と 判 別 し た 場 合 に お い て 、 前 記 二 次 電 池 が 満 充
電 状 態 で あ る と 判 別 し た と き は 、 前 記 燃 料 電 池 の 発 電 を 停 止 す る こ と を 特 徴 と す る 充 電 制
御 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 情 報 処 理 装 置 シ ス テ ム の 充 電 制 御 方 法 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め
、 に 記 載 し た よ う に 、 充 放 電 可 能 な 二 次 電 池 を 有 す る 情 報 処 理 装 置 と 、 情 報 処 理
装 置 に 接 続 さ れ 、 化 学 反 応 に よ り 発 電 可 能 な 燃 料 電 池 を 有 す る 燃 料 電 池 ユ ニ ッ ト と を 具 備
す る 情 報 処 理 装 置 シ ス テ ム の 充 電 制 御 方 法 お い て 、 情 報 処 理 装 置 が 電 源 オ フ 状 態 か 否 か を
判 別 し 、 二 次 電 池 が 満 充 電 状 態 か 否 か を 判 別 し 、 情 報 処 理 装 置 が 電 源 オ フ 状 態 で あ る と 判
別 し た 場 合 に お い て 、 二 次 電 池 が 満 充 電 状 態 で あ る と 判 別 し た と き は 、 燃 料 電 池 の 発 電 を
停 止 す る こ と を 特 徴 と す る 。
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